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代謝は安定し，発病は抑制されて収量の増加がみられた

が，第2年目における残効としては実用的にほとんど認

められなかった．特にこの試験で得られたワラ重並びに

叛重についてみると，珪酸施用に伴なうそれらの増加率

は籾重よりもヮラ重において大であって，殊に多肥区や

2年目の残効区の場合にそれが著るしい．これは従来行

われた水稲の秋落対策試験に多くみられる傾向とは逆で

あるが，その原因の一半は，ある限度を超えた多肥条件

下では珪酸施用に拘らず稲熱病の損傷を抑制し得ないこ

とに由来するとみられ，このあたりに秋落防止及び稲熱

病予防に対する珪酸の効果面での異同を窺知し得る如く

である．　（文献省噂）

．酪農飼料構造研究の方法

鈴　　　木　　　恒　　　堆

（東北地域飼料構造共同研究委員会）

飼料構造の研究は昭和31年から3カ年間の予定で，東

北地域農試と6県虔武との共同研究として行われている

ものである．この報告では，研究の目的・飼料構造の概

念・研究の方法・研究の体制・研究の現段階について述

べる．

1．研　究　の　日　的

この研究は現在東北に行われている飼料資源の利用形

隠．飼料資源利用に関与する要因の分析を行い．酪農生

産力向上を阻む陰路の打開策をもとめることを目的とす

る．

従ってここで喉扱われる飼料問題は単に飼料の生産技

術・給与飼料の成分構成などの技術的側面ではなく，農

家や農家群の内部で行われる飼料の生産および給与の循

環構造の全体が問題となる．このような飼料生産・給与

の循環構造を研究対象にするために，新しく飼料構造と

いう概念を設定した．

2．飼拳日韓造の概念

農家の経営のなかで行われる飼料の生産は決して他の

生産部門，たとえは稲作・養蚕・果樹などと無関係では

ない．また，兼業とも無関係ではない．土地・家族労力・

資金などの利用が共通であるところから．当然つよいつ

ながりをもつものである．

従って，水田経営で乳牛を飼う場合，畑作経営で乳牛

を飼う場合，山地経営で乳牛を飼う場合には，それぞれ

経営タイプのちがいに応じて，飼料の生産や給与のしく

みは異るはずである．経営タイプの特徴をいかし．持っ

ている資源をたくみに利用する努力が充分に行われれば

行われるほど，飼料構造もちがったタイプをあらわすベ

きである．それ故に，飼料構造は一方においては経営タ

イプの特徴を反映すると同時に，他方においてほ酪農生

産力規定の根本をなすと考えることができる．

しかしながら，現実に東北地域で行われている飼料構

造は，必ずしも経営タイプと密接な関連をもっとはいい

がたい．それは，どのような経営タイプでも似たような

乳牛の飼養法を行っている現状を物語るものである．こ

こに立地条件や経営条件に応じた飼料構造を研究し，酪

農経営の合理化をはからなければならない問題がよこた

わっている．

3．研　究　の　方　法

この研究はその日的からして，飼料構造の現状分析と

将来の故事計画とを含む．しかし改善計画が完全である

ためには∴生産面の分析とともに，生産物の消費需要の

面の分析が充分でなければならない．しかるに乳牛およ

び乳製品の消費需要は全国的な問題であって，東北地域

のみをきりはなして考察することは出来ない．それ故に

この研究では生産面の分析と計画に限定し，消費需要の

見透しについては第2の段階にゆずることとした．ただ

将来の乳価水準をいくつかの段階に分けて設定し，これ

に合致する生産の計画をたてることにした．

研究によって求められた酪農生産力阻専要因の打開策

は，財政投融資・機構制度の整備などの行政施策，また

は技術の普及指導を通じて実行にうつされるか，新し．く

試験研究課題としてとり上げられることを期待するもの

である．

この研究の方法もまた，このために実用的であること

が要求される．真美形態による地帯区分からはじまり，

代表農家の精密記録調査を経て，改善計画に及ぶ長い研
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究系列は第1図に示される．

飼料構造現状分析の研究系列　　　　　酪農改善計画の研究系列

各県酪農振興計画

第1回　飼料構造研究系列図

研究方法の特徴は，（1）研究結果が地域性と農家の階層

性とによる差異を看過しないように．適用範囲を絶えず

注意したこと．（針研究結果が単なる事例調査におわらぬ

ように，その地域・その階層の一般的傾向を示すかどう

かを統計的に検定したこと．（3）研究の結果が常に実証性

をもつように注意し，従って用いられる概念は測定操作

可能なるように構成され，絶えず理論的模型の設定とそ

の実証をくりかえしたこと，の3点に要約できる．

たとえは，東北地域の飼料構造のタイプは等質ではな

く，山地自給畑作酪農地帯では飼料の大部分は採草地野

草と自給畑作物の茎程穀によって占められ，乳牛包容力

も牛乳生産力も飼料中の蛋白質の最によって規定されて

いるのに対し，複合畑作酪農地

帯では耕地の畦畔草および桑園

間作飼料作物面賓によって酪農

生産力が規定されている．また

同じく山地自給畑作酪農地帯で

も下層農家では採草地野草の量

が酪農生産力の制拒因子である

が，上層では耕地における飼料

作物面積が制掘田子となってい

るというように，研究結果はす

べての地域や農家階層に同じよ

うに適用されるものではない．

また，これまでの調査は対象

農家の数が少いために，事例調

査におわる便向があった．研究

結果がはたして，その地域また

は階層の一般憤向を代表するか

どうかをたしかめるには，どう

しても統計的信頼水準を保つに

たるサンプル農家の数を必要と

する．代表的集落群の内部に大

数調査方法を採用したのはこの

ためである．

多くの兵家の調査を実施しよ

うとすれば，調査項目はできる

だけ少く，必要最少限度にとど

めなければならない，そのため

には，予め予備的研究によって

飼料構造を規定する要因メカニ

ズムについての理論的模型を構

成することが必要となる．その

ため飼料構造は飼料生産方式・

飼料給与方式・乳牛飼養方式の三領域に分解され，これ

と農業経営の基本的条件との結びつきによって示すこと

とした．これによって，飼料構造のタイプ分析・飼料構

造と経営基本条件との関連が実証的に研究可能となった

ものである．

4．研　究　の　体　制

この研究系列が第1図に示したように生産技術のプロ

セスから地域全体の酪農間題に至る広い問題領域を含む

とともに，東北6県にまたがる大規模の研究であるから

・従来一般的な研究体制－個別専門研究者の孤立的方式

では長い年月を要し，かつ成功を期することが困難であ
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る．この尤大で多岐に亘る問題に解答を与えること，ま

た与えられた期間に実行可能な解答をうること，この

目的のためには共同研究方式を採用せざるを得なかっ

た．

共同体制はタテの共同とヨコの共同に分けられる．前

者は地域幾許と県負託の翠同であり，昭和33年度からは

東京に中央飼料構造共同研究委員会ができたので，これ

を含めた共同体制である．これに対して，地域農試内の

経営研究者・畜産研究者・栽培研究者または統計調査事

務所の間の共同，また各県農武内の専門研究者間および

農林関係部課・普及組織・家畜蘇生保健所などとの共同

体制がヨコの共同である．

これらの共同体制を運営するために，次のような委員

会が設けられた．

（1）東北地域飼料構造研究委員会

東北農武と各県農武の主任研究者からなり，研究全体

の方針を決定する．

（2）東北農試飼料構造研究委員会

地域農武内の関係各部研究者からなり，方法論研究の

方針決定と，東北農武内のヨコの連携を保つ．

（3）東北農試飼料構造研究班

東北虔武経営部にあり，研究方法の原案作成と上記委

員会の事務局を担当する．

（4）各県飼料構造研究委員会

各県農試・農務課・改良課・畜産課などの関係研究者

技術者からなる．

（5）上記のほか，総理府資源調査会に設けられている

農業研究管理小委員会と連絡をとり，東京および他地域

で行われている飼料構造に関連する研究についての情報
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を入手する．

このような研究体制により，長期研究計画・年次研究

計画・年内研究推進スケジュール・連絡会議・連絡文書

連絡方式などを整備することができ，共同研究の日的達

成に大いに貢献するところがあった．かかる研究方式の

研究もまた今後の研究推進上．検討すべき問題であると

考えられる．第2図は本研究でとられた共同研究体制を

示すものである．
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第2図　共同研究の体制

5．研究の現段階

第1年度，すなわち昭和31年度には農業形態区分・酪

農地帯区分・研究対象酪農地帯の選定および代表集落群

の選定が行われた．この結果，東北地域には44の酪農地

帯の存在することが判明し，これを酪農経営のタイプに

よって分甑すると，7つの類型がえられた．東北地域に

おける各類型のウェートは第1表に示される．

第1表　東北地域における各酪農地帯型の比重
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青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島の各県は各県農業

改良施策上の要請と，地域内各県の間に研究結果を相互

に利用し合うという観点から，それぞれの次の調査地帯

が決定した．

青森県‥‥上北田畑酪農地帯（水田単作普通畑作）但

し　この中には普通畑作酪農集落を含んでいる．

岩手県…・北部山地自給畑作酪農地帯

宮城県…・本書田畑酪農地帯（水田二毛作・普通畑作）

秋田県・・・・由利水田草地酪農地帯

山形県…・置賜田畑酪農地帯（水田単作・複合畑作）

福島県…・安達田村振合畑作酪農地帯

この他に，水田単作酪農型が多いが，他のタイプのよ

うに酪農地帯としてブロックをなさず，極めて散在して

いるのが特徴的である．

第2年度には，代表集落群に対して現地踏査，代表農

家調査．理論的模型の設定が行われ，それぞれの地帯で

大数調査が行われた．その結果，各地帯の飼料構造の性

格が明らかとなり，乳牛包容力・牛乳生産力および農家

所得増加に関与する要因が分析された．

第3年度には，上述の結果をもとにして．各県主要酪

農地帯における飼料構造改善計画が樹てられることとな

った．

水田春耕作業の単純化に関する研究

一水田春耕作業の生態的調査研究一

涌　井　　　学・菊　池　宏　彰

（東　　北

1．緒　　　　　昌

水稲品種における地域別集中傾向，化学肥料の量産に

伴う品質の斉一化，動力農機具の規格化及び耕地整理と

土地改良による水田形質の均一化等，総じて生産手段の

標準化傾向に対応して，複雑多岐な水田春耕作業を単純

化して生産性向上に資することを究極の目標として，作

業の実態とその規制要因を求め，併せて小型トラクター

導入の作業技術的意義を明らかにしようとした．この研

究に対して，現地調査その他を通じて協力された東北6

県農機具関係技術磯貝各位に深甚の謝意を表したい．

2．研　究　方　法

作業体系は．それがいかに複雑多岐であり矛盾を含ん

でいるにせよ，過去の歴史と現在の自然的，社会的条件

の上に現象形を皇している．このような作業体系を，歴

史性と社会性とに対応して存在する有機的生態系に擬す

るならば，作業をとりまく自然，社会，経営，耕地等の

諸条件は，この生態系の外的環境であり，耕起，砕土．

代かき等の作業工程とその組合せは，内的形質であると

考えられる．現実の作業体系は良家によって外部形態を

異にする．そしてその形態の相異は，内的構造（作業工

程数やその順序）の相異に由来する．前の相異を変異度，

農　　試）

後の相異を集約度と名づければ．この両指標は，まさに

作業体系という生態系が内外の済条件に規制されて示す

生態的変化である．

われわれは，以上の考え方を前提とし，東北全域から

水田単作地帯で水稲生産力が高くまた小型トラクターの

普及が濃密な地区を締出し．その中から60カ町村約400

戸の農家を研究の素材として選び，昭和30年1年間にわ

たり．稲作の作業体系及び関連する諸条件を調査した．

作業体系の形質と関連諸条件とを，パンチカードを用い

て一たん自然数列に還元し，カードのホールソーティン

グを通じて約1，000枚の相関表を得，Ⅹ2－検定でこれら

の定性的相関を求めた．すなわち，形質を量におきかえ

それを再び定性的に検定するという手続きによって，作

業体系と諸条件との関係を統計的に吟味した．

これ迄の作業体系研究の大部分が．少数事例の合同・

相似を諭ずる．いわば幾何学的方法に止まっていたのに

対し，この研究では，上のように多数例を代数学的に処

理し，以って作業体系の生態的規制要因を普遍的に求め

ようとしたのである．

3．研　究　結　果

以上の方法によって得た結論を次に概括する，

1）東北単作水田の春耕作菜体系は，第1表のように


